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サンルダム建設問題について


はじめに

　新聞報道等でもご存じのとおり、北海道開発局は６月中に、天塩川河川整備計画の原案をまとめる姿勢を示しております。この原案がまとまると、開発局長の諮問機関である天塩川流域委員会が、流域最大の懸案事項であるサンルダム計画に“お墨付き”を与えてしまう形になり、サンルダム建設の見直しは、限りなく難しい状況になってしまうことが予想されます。

　今年２月、天塩川下流域に漁業権を持つ北るもい漁協が、サンルダム建設には同意できないとの姿勢を表明するなど、情勢が変わる、いちるの望みも出てきましたが、河川整備計画案のとりまとめが迫っており、残された時間はわずかです。そんな今、サンルダム建設見直しを求めて活動する各市民グループは、他団体との連携を強め、北海道開発局に対し、事業の見直しとサンルダム建設の中止を、訴えていきたいと考えております。

場合によっては、ここ１～２ヵ月が勝負となることも予想され、時間がありません。そこで、貴会にもご支援賜りたく、誠に勝手ではございますが、サンルダム事業とこれまでの経緯について、ご説明させていただきたいと思います。　

１．サンルダムについて

サンルダムは天塩川流域の治水事業の一環として天塩川水系名寄川の支流にあたるサンル川に建設が予定されている多目的ダムです。

（１）４つの建設目的

　　・洪水調節　　　　　　　　ダム地点における計画高水流量700m3/sのうち610m3/sを調節
　　・流水の正常な機能の維持　渇水時の安定した流量による動植物の保全と農業用水の確保
　　・水道用水の供給　　　　　真勲別頭首工と北町地点で新たに4230m3/日の取水が可能
　　・発電　　　　　　　　　　最大出力1400kwの発電が可能で北電に売電の予定
（２）ダム堤高；50ｍ

（３）ダム型式；台形CSGダム

（４）貯水量；7300万m3（改訂前、堤高55m時の公開数値）

（５）総事業費；530億円

· 現在、2008年ダム完成を目指し、湖岸となる区域の植樹、道道の付替工事が実施されているが、ダム本体の着工は2006年度に延期されています。
2． 事業の問題点・疑問点

· ダム建設が最善とした事業計画の取り進め方と、治水対策の根幹である基本高水流量の試算法が過大に算出される傾向にある
· 音威子府の洪水の原因は狭窄部による内水氾濫であり、天塩川が直接的な原因ではない

· 天塩川の流域面積　5590km2に対し、サンルダム上流の流域面積は182.5km2。面積比3％に過ぎないサンル川を建設地とした選定

· 道内有数の天然サクラマスの産卵床であり、資源の減少が見込まれる

· 減少傾向にある下川町、名寄市の人口に対しての水道水の確保の必要性

· 風力発電１機分相当1400kwという発電量に対するダムの必要性

漁協側から

· サクラマスやシジミなど河川環境への悪影響は必至

· ダムと漁業の問題点の抜本的な解決策が示されない

· 泥水や浸食による河口海域を含む漁場環境を破壊する懸念が払拭されない

３．これまでの経過

・92年、「下川自然を考える会」が下川町に意見書を提出、94年アセス説明会で自然への配慮を訴える

· 96年、「サンルダム建設を考える集い」を発足、開発局との対話、ダム代替え案などの提案を行ってきているが、98年天塩川流域委員会設置後より、意見の場は流域委員会上とし、住民との直接の話し合いを拒み平行線をたどる

· 04年の札幌イベントを機に、「サンル川を守る会」にてダム問題を広く伝えようと署名活動を開始。昨年末よりサクラマス資源を危惧する釣り人を中心に本格化するが、現在7000余名と問題意識の広まりが鈍い

· 05年3月、第５回流域委員会にて下流域に漁業権を持つ「北るもい漁協」が、現事業内容に同意できないと、事実上サンルダム建設反対を表明

· 4月に行われた意見陳述会では各団体所属者より反対陳述を申し込むも、陳述者13名のうち賛成意見10名（うち2名欠席）、反対意見3名の選定とされ、問題点も抽出されず、議論なく終わる

· 5月13日、貴会を含む13団体による意見書をまとめ、意見陳述会のあり方やサンルダム建設計画検討会の設置提案、サンルダム建設の可否を検討するための具体的資料の開示要請を北海道開発局旭川開発建設部並びに天塩川流域委員会に提出
4． 今後の運動展開

（１）5月13日（金）18時開場　18時半開演〜21時まで

報告会『サンルダム建設と市民への負担』   於；名寄市民文化センター　

　主催　名寄サンルダムを考える会

　協力　下川自然を考える会、北海道の森と川を語る会

　　

（２）5月14日（土）11時〜　朝日町役場駐車場集合

住民を交えた岩尾内ダムの現地調査とサンル川ツアー

主催　サンルダム建設を考える集い

（３）5月28日（土）14:00〜29日（日）14:00

      春のサンル「自然観察会」

　　　サンル川現地見学会とサンルダム建設と問題点の報告

      集合・宿泊場所；りんどう会館（上川郡下川町西町）

　　　主催　下川自然を考える会

※この後の予定

　　　・「初夏のサンル」　      開催日：6月18日〜19日

　　　・「秋　天地輝くサンル」　開催日：9月10日〜11日

　・「冬を迎えるサンル」　  開催日：10月15日〜16日

（４）6月18日（土）13:30〜17:00
　天塩川流域の河川環境を考える  於；北大学術交流会館1F会議室　

　　主催　北海道の森と川を語る会

　　講演　川からの視点；　稗田 一俊　　（北海道自然保護協会）

　　　　　ダムからの視点；佐々木 聡　（北海道自然文化ネットワーク）

　　　　　海からの視点；　蝦名　修　　（北るもい漁業共同組合）

　　　　　地域からの視点；宮田　修　　（サンルダム建設を考える集い）

　　　　　パネルディスカッション　　　（司会；小野 有五）

５．参考資料

●「公共事業と地域の自立に関する研究−北海道の現状分析をもとに」

　　北海道新聞情報研究所 出版より

●サンルダム建設をめぐる主な経過
　　サンルダム建設を考える集い（滝川氏作成資料）より

以上

